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2011年10月20～28日実施 
「多面評価制度導入に関する実態調査」結果のご報告	
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調査概要‐1	


■ 調査名称	


多面評価制度導入に関する実態調査	


	
  
■ 調査方法 	


WEBアンケート調査	
  
	


■ 調査実施期間 	


2011年10月20～28日	
  
	


■ 調査対象	


弊社および弊社関係者と過去接触のあった企業	
  
	
  

■ 回答数	


調査対象数：2416社	

回収数：234社	

回収率：9.7％	
  

	


■ 調査運営	


株式会社セレブレイン　アンケート調査運営事務局 	
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調査概要‐2	


■ 質問内容	
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■ 回答企業従業員数	
  
　10人未満 	
12社（5%）	
  
　10人～50人未満 	
53社（23%）	
  
　50人～100人未満 	
27社（12%）	
  
　100人～300人未満 	
65社（28%）	
  
　300人～1000人未満 	
56社（24%）	
  
　1000人以上 	
21社（9%）　　　	
  
　合計 	
  234社（100%）	
  

■ 回答企業業種分布	
  
　農林水産・鉱業 	
3社（1%）	
  
　製造業 	
26社（11%）	
  
　土木・建設関連 	
9社（4%）	
  
　不動産関連 	
14社（6%）	
  
　総合商社・専門商社 	
7社（3%）	
  
　卸売・小売・流通 	
13社（6%）	
  
　金融（銀行・生保・損保・証券・その他） 	
7社（3%）	
  
　運輸・運搬・倉庫 	
3社（1%）	
  
　マスコミ・出版・広告 	
21社（9%）	
  
　IT・ソフトウェア・通信 	
59社（25%）	
  
　レンタル・リース関連 	
3社（1%）	
  
　労働者派遣・就職斡旋 	
10社（4%）	
  
　医療関連 	
4社（2%）	
  
　教育・学校 	
3社（1%）	
  
　飲食関連・サービス業 	
44社（19%）	
  
　その他 	
8社（3%）　　　　	
  
　合計 	
  234社（100%）	
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サマリー：調査結果から見える４つの特徴	
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「３社に１社」が多面評価を既に導入、過半数の企業が導入を検討	
  

大企業ほど、多面評価を実施または検討しており、興味・関心が高い	
  

多面評価を実施する目的は評価よりも「人材育成」的側面が中心	
  

クリアすべき課題は、「制度/仕組み上の課題」	
  



Copyright©,2011,CELEBRAIN	
  CORPORATION	
  All	
  rights	
  reserved.	


Q1．多面評価を実施もしくは検討したことがありますか？（必須）	
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•  おおよそ３社に１社は多面評価を実施している	
  
•  検討中、または検討したことがある企業まで含めると５０％を超える	
  

単位：社、回答社数＝234	
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77社が実施済み	


133社が実施	
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Q1．多面評価を実施もしくは検討したことがありますか？（必須）	
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単位：社、回答社数＝234	


≪従業員数別≫	
  
•  企業規模が大きいほど、実施または検討している割合が高い	
  

10人未満
10人～
50人未満

50人～
100人未満

100人～
300人未満

300人～
1000人未満

1000人以上

1．実施している（継続実施中） 3 8 8 12 7 3
2．実施したことがある（今は実施していない） 5 2 2 7 17 3
3．検討中 0 8 2 13 6 2
4．過去に検討したことがあるが、実施はしていない 0 3 1 6 11 4
5．未検討 4 32 14 27 15 9
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#*人未満 #*人～
&*人未満

&*人～
#**人未満

#**人～
!** 人未満

!** 人～
#*** 人未満

#*** 人以上

#．実施している（継続実施中） $．実施したことがある（今は実施していない）

! ．検討中 (．過去に検討したことがあるが、実施はしていない

&．未検討
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Q2．（Q1「多面評価を実施もしくは検討したことがありますか？」にて、「5．未検討」以外の回答だった方に	
  
　　　お伺いします。）　多面評価の導入・検討目的は何ですか？・・・複数回答可	
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単位：社、回答社数＝117	
  
複数回答のため回答数が回答社数を上回ります	


•  制度の導入・検討目的の約2／3は「本人の気づきの促進」	
  
•  気づき・意識改革を通じて人材を育成しようとする姿勢が見受けられる	
  
•  評価的側面よりも、育成的側面が強い	
  

•  「その他」の回答コメント（抜粋）・・・貢献＝報酬の考え	
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単位：社、回答社数＝117	
  
複数回答のため回答数が回答社数を上回ります	


≪従業員数別≫	
  
•  300人未満の企業規模では「期待する人材像の社内浸透」「適正配置」といった目的でも導入・検討されている。300人以上の
企業では同目的での導入・検討はほとんど見られず、「気づき」や「人材育成」、「中間マネジメント層の意識改革」が中心	
  

10人未満
10人～
50人未満

50人～
100人未満

100人～
300人未満

300人～
1000人未満

1000人以上

本人の気づきの促進 6 19 6 19 31 3
人材育成 6 12 4 13 20 6
人員の適正配置 0 3 6 11 1 0
期待する人材像の社内への浸透 5 7 0 11 0 0
組織の活性化 4 11 3 9 9 3
中間マネジメント層の意識改革 2 9 4 17 21 1
昇格・昇給の判断材料 5 15 7 18 3 0
潜在的な組織課題の明確化 0 11 2 17 10 4
その他 0 0 0 0 0 1
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Q2．（Q1「多面評価を実施もしくは検討したことがありますか？」にて、「5．未検討」以外の回答だった方に	
  
　　　お伺いします。）　多面評価の導入・検討目的は何ですか？・・・複数回答可	
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Q3．（Q1「多面評価を実施もしくは検討したことがありますか？」にて、「1．実施している」もしくは「2．実施した	
  
　　　ことがある」と回答された方にお伺いします。）　多面評価の導入・実施後に判明した課題点がありましたら	
  
　　　教えてください。・・・複数回答可	
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単位：社、回答社数＝75	
  
複数回答のため回答数が回答社数を上回ります	


•  制度/仕組み上の課題（たとえば、評価者の評価能力・評価差）を感じるケースが多い。実施においては評価項目の設定や評
価手法（基準）の明確化がポイントとなる。また実施目的の正しい啓蒙・浸透活動も不可欠である	
  

•  システムインフラが整備されていないと、人事担当者や社員への業務負荷も課題となる	
  

•  「その他」の回答コメント（抜粋）・・・特になし／極めて明確な仕組み／辛辣過ぎて若手には辛い	
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単位：社、回答社数＝75	
  
複数回答のため回答数が回答社数を上回ります	


≪従業員数別≫	
  
•  制度/仕組み上の課題、組織/風土上の課題は企業規模に関係なく共通して大きな割合を占めている	
  
•  100人～1000人未満の企業規模では、業務推進上の負担感を感じやすい。従業員数に対して人事担当者数の少ないことが
原因と推測される	
  

10人未満
10人～
50人未満

50人～
100人未満

100人～
300人未満

300人～
1000人未満

1000人以上

制度/仕組み上の課題
（評価視点にばらつきが出るなど）

6 8 5 7 14 3

組織/風土上の課題
（疑心暗鬼、過度の組織緊張など）

2 0 1 8 6 1

システム上の課題
（一元管理、経年管理可能なシステムがないなど）

2 3 3 4 3 1

業務推進上の課題
（作業が煩雑で業務負荷が高いなど）

1 3 1 6 10 0

予算上の課題 0 1 1 3 2 0
その他 0 0 0 2 1 1

Q3．（Q1「多面評価を実施もしくは検討したことがありますか？」にて、「1．実施している」もしくは「2．実施した	
  
　　　ことがある」と回答された方にお伺いします。）　多面評価の導入・実施後に判明した課題点がありましたら	
  
　　　教えてください。・・・複数回答可	
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Q4．（Q1 「多面評価を実施もしくは検討したことがありますか？」にて、「3．検討中」もしくは「4．検討したことが	
  
　　　あるが、実施はしていない」と回答された方にお伺いします。）　多面評価の導入検討中に課題となった	
  
　　　点がありましたら教えてください。・・・複数回答可	
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単位：社、回答社数＝54	
  
複数回答のため回答数が回答社数を上回ります	


•  約半数の企業が制度/仕組みや組織/風土上の課題を感じている。実施においては目的や仕組みの明確化が不可欠	
  
•  Q3．（実施済み企業が回答）の結果と比較すると、組織/風土上の課題への懸念が過度に大きい （≒事前の啓蒙活動により
解消される可能性がある）	
  

•  「その他」の回答コメント（抜粋）・・・評価者の技術／設問未定義／弊社組織にはそぐわない感じがしました	
  

3

9

22

14

26

31

0 10 20 30 40

その他

予算上の課題

業務推進上の課題

（作業が煩雑で業務負荷が高いなど）

システム上の課題

（一元管理、経年管理可能なシステムがないなど）

組織/風土上の課題
（疑心暗鬼、過度の組織緊張など）

制度/仕組み上の課題
（評価視点にばらつきが出るなど）



Copyright©,2011,CELEBRAIN	
  CORPORATION	
  All	
  rights	
  reserved.	
 11	


単位：社、回答社数＝54	
  
複数回答のため回答数が回答社数を上回ります	


≪従業員数別≫	
  
•  100人以上の企業では、組織/風土上の課題（疑心暗鬼、過度の組織緊張など）が大きく、この課題への対策を講じることが
成功のポイントとなる	
  

10人未満
10人～
50人未満

50人～
100人未満

100人～
300人未満

300人～
1000人未満

1000人以上

制度/仕組み上の課題
（評価視点にばらつきが出るなど）

0 8 2 9 9 3

組織/風土上の課題
（疑心暗鬼、過度の組織緊張など）

0 0 1 11 13 1

システム上の課題
（一元管理、経年管理可能なシステムがないなど）

0 3 2 6 3 0

業務推進上の課題
（作業が煩雑で業務負荷が高いなど）

0 5 2 8 5 2

予算上の課題 0 0 3 3 3 0
その他 0 1 0 1 1 0
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10人未満 10人～
50人未満

50人～
100人未満

100人～
300人未満

300人～
1000人未満

1000人以上

制度/仕組み上の課題
（評価視点にばらつきが出るなど）

組織/風土上の課題
（疑心暗鬼、過度の組織緊張など）

システム上の課題

（一元管理、経年管理可能なシステムがないなど）

業務推進上の課題

（作業が煩雑で業務負荷が高いなど）
予算上の課題 その他

Q4．（Q1 「多面評価を実施もしくは検討したことがありますか？」にて、「3．検討中」もしくは「4．検討したことが	
  
　　　あるが、実施はしていない」と回答された方にお伺いします。）　多面評価の導入検討中に課題となった	
  
　　　点がありましたら教えてください。・・・複数回答可	
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Q5．（	
  Q1 「多面評価を実施もしくは検討したことがありますか？」 にて、「5．未検討」と回答された方に	
  
　　　お伺いします。）　多面評価に対する関心はございますか？	


12	


単位：社、回答社数＝101	


•  会社として導入を検討していなくても、興味を持っている経営者や人事担当者は多く、8割にのぼる	
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単位：社、回答社数＝101	


≪従業員数別≫	
  
•  規模が大きい企業の経営者・人事担当者はほとんど、多面評価に対する興味・関心を持っている	
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Q5．（	
  Q1 「多面評価を実施もしくは検討したことがありますか？」 にて、「5．未検討」と回答された方に	
  
　　　お伺いします。）　多面評価に対する関心はございますか？	
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まとめ	


	
  
•  ３社に１社が多面評価を実施しており、過半数の企業が導入を検討、さらに経営者・
人事担当者の興味・関心は極めて高いことから、多面評価を取り入れた人事システム
のいち早い確立は企業競争力を高めるポイントとなります。	
  

	
  
•  多面評価を実施する目的は様々ですが、気づきや意識改革を通じた「人材育成」を中
心に考えている企業が多いようです。	
  

•  実施にあたってのポイントは・・・	
  
① 目的の明確化と社内啓蒙により、従業員の疑念を払拭し、	
  
② 分かりやすい評価指標・基準を設け、	
  
③ システム導入を含む業務推進の仕組みを構築し、	
  
④ 従来の評価制度および人事諸制度との効果的な連携を考慮した制度設計を行う	
  
ことと言えます。	
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最後までお目通しをいただき、誠にありがとうございました。	


	


疑問点などのお問い合わせは下記お問い合わせまでお願い申し上げます。	


	
  
	
  
	


問い合わせ先	


	
  
株式会社セレブレイン	


広報担当、取締役事業部長：日比俊也 	


TEL：03-­‐3568-­‐6688	
  
メール：hibi@celebrain.com	
  
ホームページ： hCp://www.celebrain.com/	
  


